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再生紙を使用しています。

主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２〜４面
◆予算審査から………………５面
◆可決等された案件…………６面
◆議案の審議結果……………７面
◆委員会の審査…………７〜８面
◆特別委員会活動……………８面
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令和３年度予算を可決 一般会計及び各特別会計
374億1233万円

令和 3 年度　一般会計予算の款別内訳 （ ）内 の 数 字 は 合 計 に 占 め る 割 合

令和 3年度 令和 2年度歳　入 歳　出

繰越金
地方特例交付金
地方譲与税
法人事業税交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
環境性能割交付金
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
自動車取得税交付金

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

予備費
農林水産業費

歳入合計　248 億 1,000 万円 歳出合計　248 億 1,000 万円

市　　　税
国庫支出金
都 支 出 金
地方交付税
基地交付金

地方消費税交付金
繰　入　金
市　　　債

使用料及び手数料
諸　収　入

分担金及び負担金
そ　の　他

民　生　費

教　育　費

土　木　費

衛　生　費

総　務　費

消　防　費

公　債　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

74億5,441万円（30.1％）

51億330万円（20.6％）

38億307万円（15.3％）

25億2,569万円（10.2％）

17億2,066万円（6.9％）

3億9,660万円（1.6％）

12億9,600万円（5.2％）

8億4,197万円（3.4％）

1億1,173万円（0.5％）

2億7,895万円（1.1％）

5億962万円（2.0％）

7億6,800万円（3.1％）

119億3,001万円（48.1％）

30億8,754万円（12.4％）

24億2,447万円（9.8％）

24億5,549万円（9.9％）

9億9,509万円（4.0％）

7億5,684万円（3.1％）

20億2,655万円（8.2％）

2億640万円（0.8％）

2億7,880万円（1.1％）

5億833万円（2.1％）

1億4,048万円（0.5％）

〜〜

令和３年
第１回定例会
３月２日〜３月26日

Facebook

Twitter

▲多摩川中央公園の菜の花とチューリップ越しに見える桜
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コロナ禍での支援策について

ふっさっ子の広場の委託後の評価について

教育におけるタブレット端末の使用状況について

ＩＣＴ活用支援について

デジタルデバイドへの対応について

正和会
杉山 行男 議員

▲避難所に備蓄する衛生用品等

▲ふっさっ子の広場で遊ぶ子どもたちの様子

▲タブレット端末を使用した授業の様子

▲情報モラル教育教材「ＳＮＳ東京ノート」と保護者用パンフレット

▲スマートフォンの基本操作を学ぶ講座

　質問　昨年、国の第１次・第２次
補正予算での地方創生臨時交付金や、
東京都市町村新型コロナウイルス感
染症緊急対策特別交付金を活用し補
正予算を編成したが、この中で行わ
れたコロナ対策事業の実施状況は。
また、今年１月に成立した国の第３
次補正予算活用についての見解は。

　質問　ふっさっ子の広場は令和２
年度より全小学校７校で業務委託さ
れた。予算は約１億2700万円と前年
度から倍増したが、その分今までよ
りサービスが向上したものでなけれ
ばならないと思うが、委託の前後を
どのように評価しているか。
　教育長　ふっさっ子の広場は開設

　質問　今年１月から小学校・中学
校の児童・生徒に１人１台タブレッ
ト端末が配布され、授業に使われる
ようになった。約２か月が経過した
が、その使用状況を伺う。
　教育長　今回の整備は、これから
の教育で目指す「自分で考え、主体
的に問題を解決していくことができ

　質問　ＩＣＴ教育の推進には活用
支援が重要だが、具体的な進め方は。
　教育長　本市では国のＧＩＧＡス
クール構想の実現の前倒しを受け、

「福生市学校教育情報化推進計画」
を策定。子どもたちの情報活用能力
の育成に向けての年間指導計画の作
成及び実施・改善や、ＩＣＴを活用

　質問　個人のインターネット利用
率は約９割となったが、年齢や収入
等を要因とするデジタルデバイド

（情報格差）が生じている。本市も
市民サービス等のデジタル化を進め
る中、どのように取り組むかを伺う。
　市長　国はデジタルデバイド対策
として「誰も取り残さない形で全て

　市長　本市はこれまでコロナ対策
として63事業、総額約70億6000万円
分を実施。このうち国の第１次・第
２次補正予算で６億1520万円が交付
済で、避難所用の衛生用品購入等の
感染症拡大防止対策、児童・生徒へ
端末を１人１台配備する教育対策な
ど13事業に活用。今後さらに国庫補

されて10年が経過し、利用者増やニ
ーズの多様化で変革期を迎えている
と捉え、人件費も増員や会計年度任
用職員への移行等を鑑みると直営と
ほぼ同額となることから、令和２年
度より業務を委託化した。開始時が
緊急事態宣言下であり多難なスター
トとなったが、直営では難しかった

る子ども」の育成につながると考え
る。授業の中では、教科書の大事な
言葉に繰り返しラインを引くことや、
クラウドで各自の意見を集めて共有
し合うなどデジタルの特性を生かし
ており、教師が教えるための道具か
ら子どもたちが主体的に学ぶための
ツールへと変革しつつある。また、

したプレゼンテーションを行う機会
の充実等を行う。また、教員がＩＣ
Ｔの効果的な活用ができるよう、情
報教育研修会やＩＣＴ教育推進委員
会、ＩＣＴ校長研修会を実施する。
　質問　推進には情報モラルの計画
的な指導や家庭との連携が必要だが、
どのように進めるのか。

の国民にデジタル化の恩恵を広く行
き渡らせる」としている。本市も対
応の必要性を認識しており、普及が
進むモバイル端末の利用についての
取り組みが求められると考える。市
政出前講座ではふっさ情報メールの
登録方法に加え、ふっさ情報アプリ
「ふくナビ」の登録や操作方法等の

助事業の地方負担分2545万円が交付
予定で、精査の上再度補正予算を計
上したい。東京都からは１億7010万
円が交付、事業継続応援金給付事業
など３事業に活用した。国の第３次
補正予算では１億8604万円が交付予
定だが、繰越し可能なため施策を検
討し、令和３年度に活用したい。

社会福祉士・保育士の確保や指導員
の育成などの人的な問題が解決した。
また、専門家を招いたイベント開催
や、子どもの自主性を引き出す「キ
ッズリーダー制」の導入など様々な
企画を実施した。創造性や協調性を
育成する上で今後も期待の持てる事
業であると評価している。

時間割や保護者へのお便りを投稿す
ることで子どもの忘れ物が減る、欠
席・遅刻連絡やアンケートを画面上
で行い教師の負担が軽減する、研究
発表会をオンラインで行い、より広
く成果を周知できるなど、多方面へ
の効果もあった。今後もデジタルの
メリットを活用できるよう進めたい。

　教育部参事　情報モラル教育は、
学校全体で体系的に取り組む。ルー
ルや規制を押し付けるのではなく、
活用の中で判断や自律に重きを置い
た指導を行う。教育用タブレットの
保護者用パンフレットには「ＳＮＳ
東京ノート」のＱＲコードを示し、
家庭でのルール作りの参考にする。

講座を令和３年度から追加する。そ
の他にも、市民向け講座を所管する
部署において、スマートフォンの基
本操作を学ぶ講座が実施されており、
これらの取り組みもデジタルデバイ
ド対策につながると考えている。今
後も国や都の動向を注視し、対応を
研究していきたい。

　今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１〜２問とし掲載しました。
　会議録は５月下旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
　また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
　なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
　※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」 ▲福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

公明党
原田 剛 議員

正和会
石川 義郎 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

公明党
青木 健 議員
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市道の維持管理について

子育て関連施策について

新型コロナウイルス感染症等の家庭でのガイドラインについて

災害廃棄物処理体制の構築について

バリアフリー対応型信号機の整備について

▲道路通報システムリーフレット（東京都建設局）

▲市独自事業の「総額１億円キャッシュバック事業」チラシ

▲福生駅西口地区施設計画イメージ図

▲福生市子ども読書活動推進計画

▲バリアフリー対応型信号機

　質問　道路には交通機能や生活基
盤、またライフラインの収容や災害
時の空間機能といった役割があり、
自動車や自転車、歩行者が安全に利
用できるように路面状態を保つこと
が重要だが、本市では、市道におい
てどのような維持管理に努めている
のかを伺う。

　質問　日経DUALと日経新聞社
による「共働き子育てしやすい街ラ
ンキング」では全国４位となった。
本市の子育て関連施策が長期にわた
り高評価を継続できる理由を伺う。
　市長　このランキングは、コロナ
禍においていかにスピード感を持っ
て政策が打ち出せたかが焦点だった。

　質問　家庭で症状や感染者が出た
場合のガイドラインを市民へ分かり
やすく周知すべきではないか。
　市長　感染して療養する場合、御
本人や濃厚接触者に保健所が注意点
などを説明している。また自宅療養
者や濃厚接触者向け情報や清掃・消
毒や家庭内での注意等を保健所のホ

　質問　がれき処理用の５つの仮置
場のうち３か所は多摩川沿いで、冠
水時は代替地が必要になるが、適地
の条件や候補地について伺う。
　総務部長　東京都は仮置場は原則
的に公有地で、利用しやすい土地で
液状化の可能性が低く、二次災害や
環境、地域の基幹産業への影響が小

　質問　第３期福生市バリアフリー
推進計画では対応型信号機の整備を
進めると書かれており、令和元年度
の進捗と評価はＡランクとされてい
る。その所見と、特に視覚障害者向
け音声付き信号機の整備状況を伺う。
　市長　信号機の整備には福生警察
署と協議を行い、設置箇所の選定は、

　市長　平成25年度の道路法施行規
則の一部改正で５年に一度道路スト
ック点検が義務付けられたことから、
同年に橋梁長寿命化修繕計画を策定、
市内19か所の総点検を実施した。市
道では令和元年度に路面下空洞調査
等の道路ストック点検を実施。点検
結果を対応の緊急度合い別に仕分し

本市では、ひとり親家庭等へ市独自
の給付金３万円をいち早く支給した
「ひとり親家庭等への臨時特別給付
金給付事業」をはじめ、「ウェルカ
ム赤ちゃん臨時特別給付金事業」、
「総額１億円キャッシュバック事業」
など、他の自治体よりも手厚く、そ
してスピード感と独自性を持って事

ームページで案内しており、本市ホ
ームページからもリンクしている。
福生駅西口地区市街地再開発事業の
本市中心部としての役割について
　質問　都市機能を集約しにぎわい
を創出するとのことだが、具体的な
内容及び本市の中心部としての役割
をどう果たしていくのかを伺う。

さく、廃棄物を運搬できる道路に面
すること等を条件としている。本市
は市域がほぼ住宅地で全ての合致は
難しいが、可能な限り効果的・効率
的に処理できる場所を選定したい。
ジュニア司書養成講座について
　質問　第四次福生市子ども読書推
進計画の新規事業とのことだが、詳

駅や病院など高齢者や障害者の利用
頻度が高いと考えられる施設周辺の
ニーズを把握の上、総合的に判断す
る。これらを踏まえ、平成29年の「福
生市高齢者・障害者生活実態調査」
報告書で設置要望箇所として挙げら
れていた福生市役所前交差点など３
か所と、福生署との協議から福生駅

対象路線を選定、計画的に補修工事
に取り組んでいる。このほか、定期
的な職員による道路パトロールや昨
年10月から運用を開始した携帯電話
アプリ「道路通報システム」により
市民から危険箇所の通報があった場
合は速やかに補修をするなど、日頃
より適切な維持管理に努めている。

業を展開した。本市では早い時期か
ら全庁的に子育て関連施策に取り組
んできた。「子育てするならふっさ」
のスローガンが職員全体に強く根付
いており、継続した施策の展開につ
ながった結果、毎年度どの角度から
見ても他の自治体に負けないものに
なっていったと考えている。

　市長　広場や公園の整備、歩行者
環境の向上、新たな公共公益施設と
民間街区との連携での来街者の増加
でにぎわいや魅力が創出されると考
える。当地区は駅を中心に発展した
ことから、生活利便施設等の誘導に
よるコンパクトで利便性の高い市の
中心部としての役割を期待している。

細を伺う。
　教育長　図書館事業「一日図書館
員」のステップアップ事業で、司書
の仕事や図書館のしくみを学び「読
書リーダー」となる「ジュニア司書」
を養成する。読書の楽しさ、喜びを
伝え、活動を通じ社会の担い手とし
て成長することを期待する。

西口前交差点など２か所の計５か所
を選定。福生署より東京都公安委員
会に上申していただき、これまで鍋
ヶ谷戸交差点と福生病院前交差点の
２か所に設置している。今後、残り
３か所の早期設置を福生署に働きか
け、その後は改めて必要に応じ新た
な設置箇所を選定したい。

キャッシュレス化の推進について
　質問　自治体でも納税・手数料等
徴収のキャッシュレス化の動きが見
られる。本市も検討すべき時期では。
　市長　本市では窓口での支払いの
キャッシュレス決済は未導入だが、
市税の納付書ではバーコードで手続
きが行えるモバイルレジを導入して
いる。決済方法が多く、選定の難し

さや初期費用及び運用費用などの課
題がある。先進事例を研究したい。

「自治体デジタル・トランスフォー
メーション（ＤＸ）推進計画」の推進
体制について
　質問　総務省により計画が策定さ
れ、本年１月から実施されているが、
本市での推進体制を伺う。

　市長　計画では、自治体のデジタ
ル化には組織体制の整備や人材の確
保・育成等で推進体制を構築するの
が望ましいとしている。社会のデジ
タル化の流れに対応し、市民の利便
性向上や業務効率化を図るには体制
強化が必要。今後国から示される標
準的手順等を参考に進めていきたい。

正和会
佐藤 弘治 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
武藤 政義 議員

正和会
小林 貢 議員

公明党
五十嵐 みさ 議員
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　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。
放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイド
でお知らせしますので、ぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」によ
り、市議会だよりの音訳をデイジー方式のＣ
Ｄにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届
けしています。　
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がい
らっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対
象者は日常生活用具として給付を受けられま
す。（利用者一割負担）

議会事務局☎042-551-1523

ご利用ください
福生市議会インターネット中継
　パソコンのほか、スマートフォン、タブレ
ット端末でも視聴いただけます。
　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見ら
れ、より身近に議会を感じていただけます。
ぜひご利用ください。
◆配信内容
　 本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法
　 福生市公式ホームページ→ 
「福生市議会」よりアクセス

福生市議会
イ ン タ ー
ネット中 継

新型コロナウイルスワクチン接種等における医師や看護師の確保について

核兵器禁止条約の発効に伴う平和等に関する福生市の対応について

市民会館を文化・芸術活動の中核としてこれからも維持することについて

待機児童ゼロ及び保留児童について

自殺対策への取組について

▲福生地域体育館に設営されたワクチン集団接種会場

▲市民文化祭展示会場の様子

▲市民会館大ホール

▲ベビーシッター利用案内のチラシ

▲市ホームページから誰でも診断できる「こころの体温計」

　質問　３月から順次接種が始まる
が、医師や看護師の確保状況を伺う。
　市長　集団会場での接種について
は福生市医師会と調整し、医療従事
者を確保していただくほか、一部を
民間事業者に委託し体制を補完。ま
た、個別の医療機関での接種も各機
関へ協力を依頼している。具体的な

　質問　本市は「世界平和都市宣言」
はしているが、他自治体のような「非
核平和都市宣言」ではない。平和や
非核についての取り組みを伺う。
　市長　昭和45年の世界平和都市宣
言の中に既に非核が含まれているこ
とから、新たな宣言は必要ないと考
える。平和事業としては平和のつど

　質問　福生市個別施設計画案では、
市民会館を廃止し福生駅西口地区公
共施設に統合するとあるが、いわゆ
るマルチスペースの大きいほうは現
在の市民会館大ホールと同等の機能
とはならない。文化芸術の発信拠点
施設として評価の高い市民会館の放
棄は、質の高い文化芸術を支え、励

　質問　令和３年度の待機児童及び
保留児童の状況は。また、それらが
発生している場合の対策は。
　市長　待機児童は発生せず、６年
連続で待機児童ゼロとなった。保留
児童は例年と同程度の十数名が対象
となっている。対策としては、認証
保育所利用助成事業、幼稚園におけ

　質問　国は様々な自殺対策で、こ
の10年で自殺者を年間１万2000人削
減するまでの効果が出ている。施策
では、地域自殺対策推進センターが
管内市町村の自殺対策を支援すると
あるが、本市の取り組みを伺う。
　市長　福生市自殺総合対策計画で
は、全国的に実施が望ましい「地域

内容は課題が多く確定していないが、
まずは４月以降に始まる高齢者への
接種体制確保に向け準備を進めたい。
高齢者の施設入所者等への接種につ
いて
　質問　今後見込まれる高齢者の施
設入所者や自宅介護の方への接種は
どのように行う予定かを伺う。

いや平和のための戦争資料展、終戦
記念日の黙とうの呼び掛け、世界連
邦宣言自治体全国協議会への加盟な
どがある。
福生市の文化芸術施策について
　質問　本市は文化・芸術振興が盛
んだが、文化芸術振興条例の類いが
ない。制定または文化・芸術の総轄

ましてきた本市の文化芸術振興政策、
社会教育政策の方向性の転換ではな
いか。
　市長　福生市個別施設計画案では、
今後の公共施設に係る経費や人口減
少予測を踏まえ、市が保有する施設
の総量抑制や同じスペースを様々な
機能で共用する「重ね使い」のような

る２歳児定期利用保育事業並びにベ
ビーシッター利用支援事業等を引き
続き実施する。
　質問　保育園の入所希望は第６希
望まで記載できるが、通園の都合等
で第２希望くらいまでしか書けない
保護者もいる。どの程度が第２希望
までの保育園に入ることができたか。

におけるネットワーク強化」など５
つの基本政策と、本市の特性に応じ
た「高齢者の自殺対策の推進」、「生
活困窮者に係る支援」の２つの重点
施策を示している。コロナ禍で啓発
活動が難しかったが、令和２年度か
らはインターネットでストレスや落
ち込み度をチェックできる「こころ

　市長　厚生労働省から施設種類に
応じ接種方法が示され、原則当該施
設接種医や嘱託医、または外部接種
医により施設内で接種できるが、医
師が接種可能な医療機関に所属して
いる必要がある。自宅介護者への方
法は示されていないが、要介護者の
状況と市の実情に合わせ実施したい。

方針や基本計画等が必要ではないか。
　教育部長　制定や方針等の策定予
定はない。本市は古くから社会教育
や生涯学習活動が盛んで、その風土
は多くの市民に受け継がれ、自らが
率先し御尽力いただいている。今後
も条例等によらず機会や環境の充実
に取り組み、市民活動を支援したい。

工夫が必要であるとの考えから、福
生駅西口地区に整備を予定している
公共施設への機能移転をめざすこと
を記載したが、福生市教育大綱等に
より定めている教育政策の方向性の
転換は触れていない。

　子ども家庭部長　令和３年度の第
一次申請の状況では、全年齢の申請
のうち64.9％が第１希望に入所決定
し、特に０歳児クラスは９割を超え
ている。第２希望で入所決定した方
は15.6％で、合わせて８割を超える
方が第２希望までで入所決定できて
いる。

の体温計」を運用開始した。９月に
は都の自殺予防対策強化月間に合わ
せ広報ふっさや市ホームページでの
周知、中央図書館でこころの健康に
関する図書を展示するなど普及啓発
に努めた。自殺対策は全庁的な対応
が重要で、計画に基づき各部署が連
携し様々な取り組みを行いたい。

日本共産党
池田 公三 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

正和会
小澤 芳輝 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

正和会
幡垣 正生 議員

令和３年第２回定例会（予定）

◎�議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声
を送るヒアリングループを導入しています。

◆本会議 午前10時開会 6月1日㈫〜4日㈮及び18日㈮
◆常任委員会 午前10時開会 6月８日㈫〜10日㈭

次回定例会のお知らせ
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令
和
３
年
度
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
予
算
を
３
日
間
集
中
審
査

　
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
事
業
の
内
容
や
財
源
を
盛
り

込
ん
だ
実
施
計
画
書
等
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
２
４
８
億
１
千
万

円
を
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
３
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

　
審
査
中
に
予
算
の
組
み
替
え
動
議
が
委
員
よ
り
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
予
算
１
２
６
億
２
３
３
万
円
が
提
出
さ
れ
、

市
民
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
適
用
に
よ
る
企
業
会
計
方
式
の
下

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
通
算
５
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問　
運
用
の
ス
キ
ー
ム
と
、

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答　
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た

も
の
や
、
メ
ー
ル
で
収
受
し

た
電
子
デ
ー
タ
の
あ
る
も
の

に
加
え
、
ス
キ
ャ
ン
な
ど
で

電
子
デ
ー
タ
化
で
き
る
も
の

を
令
和
２
年
度
に
更
新
し
た

新
し
い
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

で
登
録
し
、
起
案
用
紙
等
を

出
力
す
る
こ
と
な
く
決
裁
等

を
得
る
方
向
で
詰
め
て
い
る
。

業
者
と
の
調
整
や
、
市
の
規

程
類
の
整
備
、
職
員
へ
の
周

知
の
上
、
令
和
４
年
２
月
か

ら
の
運
用
を
開
始
し
た
い
。

問　
令
和
３
年
度
の
特
徴
は
。

ま
た
、
こ
の
両
者
の
違
い
は
。

答　
交
付
金
額
の
具
体
的
な

算
定
は
市
に
明
示
さ
れ
て
い

な
い
。
特
徴
は
、
令
和
２
年

度
の
国
有
資
産
台
帳
価
格
は

元
年
度
よ
り
下
が
っ
て
い
る

が
、
助
成
交
付
金
と
調
整
交

付
金
は
増
額
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
、
３
年
度
予
算
に
は
２

年
度
の
実
績
額
を
計
上
し
て

い
る
。
助
成
交
付
金
の
対
象

は
国
有
財
産
の
土
地
、
建
物
、

工
作
物
の
う
ち
米
軍
と
自
衛

隊
が
使
用
す
る
資
産
。
調
整

交
付
金
の
対
象
資
産
は
、
米

軍
の
建
物
と
工
作
物
（
土
地

は
含
ま
な
い
）。

問　
予
算
の
特
徴
を
伺
う
。

答　
前
年
度
比
３
千
万
円
、

０
・
１
％
増
の
２
４
８
億
１

千
万
円
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市

税
等
の
大
幅
減
収
を
見
込
む

厳
し
い
編
成
で
、
新
規
・
改

善
事
業
の
精
査
と
既
存
事
業

の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
一

層
の
削
減
を
行
い
つ
つ
、
感

染
症
対
策
や
新
生
活
様
式
へ

の
対
応
、
延
期
し
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

等
の
財
政
需
要
を
盛
り
込
ん

だ
。
新
規
事
業
が
３
件
、
改

善
事
業
は
26
件
。
財
政
調
整

基
金
を
２
億
円
繰
り
入
れ
た

が
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
借

入
れ
を
前
年
度
同
額
の
４
億

円
と
し
財
源
調
整
を
図
っ
た
。

問　
前
者
が
令
和
２
年
度
よ

り
３
０
０
万
円
減
、
後
者
が

60
万
円
増
の
理
由
を
伺
う
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
事

業
者
へ
国
や
都
が
実
質
無
利

息
・
無
担
保
の
融
資
制
度
を

開
始
し
、
本
市
の
融
資
の
申

請
件
数
が
例
年
よ
り
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
た
め
算
出
方

法
を
変
更
し
、
見
込
額
を
積

算
し
た
。
特
定
財
源
は
、
国

や
都
の
制
度
を
利
用
し
、
本

市
の
融
資
を
繰
上
償
還
し
た

こ
と
に
よ
る
返
還
金
が
多
か

っ
た
た
め
増
額
計
上
し
た
。

問　
令
和
４
年
度
か
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
福
生
を

分
割
す
る
理
由
を
伺
う
。

答　
現
在
、
市
内
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
福
生
と

熊
川
の
２
か
所
が
あ
る
が
、
福

生
が
担
当
す
る
エ
リ
ア
は
広
く
、

熊
川
の
２
倍
近
く
の
高
齢
者

を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

の
方
針
で
は
中
学
校
区
に
一つ

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
福
生
を

２
か
所
の
委
託
型
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
変
更
す
る

こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
に
支

援
が
で
き
る
と
考
え
る
。

問　
事
業
の
詳
細
を
伺
う
。

答　
里
帰
り
出
産
や
市
外
の

医
療
機
関
に
入
院
中
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
事
情
で
市
外

で
小
児
の
定
期
接
種
を
行
っ

た
場
合
に
、
自
己
負
担
し
た

接
種
費
用
を
助
成
す
る
も
の
。

ま
ず
対
象
の
市
民
か
ら
接
種

す
る
申
請
を
い
た
だ
き
、
本

市
か
ら
滞
在
先
の
自
治
体
ま

た
は
医
療
機
関
へ
実
施
依
頼

書
を
送
付
、
接
種
後
に
助
成

金
の
交
付
申
請
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
。
助
成
額
は
、
各

定
期
接
種
の
医
師
会
標
準
額

を
上
限
と
し
て
い
る
。

問　
令
和
３
年
度
の
虐
待
防

止
に
資
す
る
取
り
組
み
は
。

答　
児
童
虐
待
は
早
期
発
見
、

早
期
支
援
で
の
未
然
の
防
止

が
最
も
重
要
で
、
令
和
３
年

度
は
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
構
成
す
る
関
係
機

関
と
情
報
共
有
、
連
携
に
努

め
る
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
小
・
中
学
校
や

保
育
園
、
幼
稚
園
へ
の
巡
回

相
談
に
加
え
随
時
訪
問
や
連

絡
頻
度
を
増
や
し
家
庭
状
況

の
把
握
に
努
め
、
心
配
な
家

庭
に
は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
を
紹
介
し
、
適
切
な

対
応
、
支
援
で
保
護
者
の
不

安
を
軽
減
し
、
課
題
解
決
を

図
り
た
い
。

問　
市
街
地
再
開
発
事
業
補

助
金
３
億
１
１
９
８
万
４
千

円
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
法
定
の
市
街
地
再
開
発

事
業
を
補
助
す
る
制
度
を
活

用
し
、
福
生
駅
西
口
地
区
市

街
地
再
開
発
準
備
組
合
に
対

す
る
補
助
金
を
予
算
計
上
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
推
進

を
支
援
す
る
も
の
で
、
令
和

３
年
度
は
任
意
の
準
備
組
合

か
ら
法
人
格
へ
移
行
す
る
た

め
の
調
査
事
業
の
費
用
を
補

助
す
る
た
め
、
公
共
施
設
整

備
事
業
関
連
と
再
開
発
事
業

関
連
合
わ
せ
て
予
算
計
上
し

て
い
る
。

問　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
機
運
醸
成
事
業
委

託
料
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

事
業
委
託
料
の
内
容
を
伺
う
。

答　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
機
運
醸
成
事
業
は
、

令
和
２
年
度
に
開
催
を
見
送

っ
た
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表

の
前
園
真
聖
氏
を
招
い
て
の

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
事
業
で

は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
習
慣

の
定
着
促
進
、
健
康
増
進
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
普
及
を
目
的

に
体
験
教
室
を
行
う
。

問　
各
小
・
中
学
校
に
設
置

さ
れ
た
サ
ー
バ
の
セ
ン
タ
ー

化
を
行
う
と
あ
る
が
、
詳
細

を
伺
う
。

答　
機
器
の
老
朽
化
に
伴
う

サ
ー
バ
や
端
末
の
更
新
を
行

い
、
各
校
に
あ
る
サ
ー
バ
を

１
か
所
に
ま
と
め
、
学
校
、

教
育
委
員
会
等
を
つ
な
ぐ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
セ

ン
タ
ー
サ
ー
バ
化
を
行
う
。

効
果
と
し
て
は
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
容
易
と
な
る
こ
と
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に

よ
り
安
定
的
な
稼
働
が
行
え

る
こ
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
よ
り
組
織
間
の
情
報
共

有
等
が
容
易
に
行
え
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
。

問　
前
者
が
新
設
、
後
者
が

増
額
さ
れ
た
。
詳
細
を
伺
う
。

答　
使
用
料
・
手
数
料
等
受

益
者
負
担
適
正
化
の
取
り
組

み
で
、
平
成
29
年
度
策
定
の

適
正
化
方
針
を
専
門
家
の
助

言
や
市
民
等
で
構
成
さ
れ
る

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
意

見
に
よ
り
改
定
す
る
も
の
。

現
在
庁
内
の
検
討
委
員
会
で

委
託
し
て
い
る
有
限
責
任
監

査
法
人
に
資
料
作
成
等
を
委

託
し
、
委
員
会
を
円
滑
に
進

め
る
。
委
員
報
酬
の
増
額
は
、

毎
年
度
２
回
の
開
催
を
４
回

へ
増
や
す
見
込
み
に
よ
る
。

中
小
企
業
振
興
資
金
利
子

補
給
金
及
び
信
用
保
証
協

会
保
証
料
の
減
、
特
定
財

源
の
増
に
つ
い
て

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業

セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
化

に
つ
い
て

使
用
料
・
手
数
料
等
受
益

者
負
担
適
正
化
支
援
委
託

料
、
行
政
改
革
推
進
委
員

会
委
員
報
酬
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
分
け
る
こ
と
に
つ
い
て

児
童
虐
待
防
止
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

里
帰
り
等
定
期
予
防
接
種

費
用
助
成
金
に
つ
い
て

市
街
地
再
開
発
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
と

調
整
交
付
金
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
予
算
の

特
徴
点
に
つ
い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
事
業
に
つ
い
て

▲令和３年度一般会計予算を起立多数で可決

令和３年度　各会計別予算規模（人口 R3.1.1現在 57,024人）

会 計 区 分 令和３年度予算 前年比（％） 市民1人当たりの額

一 般 会 計 248億1千万円 0.1 43万5080円
特
別
会
計

国民健康保険特別会計 65億6352万6千円 △ 2.1 11万5101円

介 護 保 険 特 別 会 計 47億3009万4千円 5.0 8万2949円

後期高齢者医療特別会計 13億871万円 3.0 2万2950円

総 合 計 374億1233万円 0.4 65万6080円

下水道事業会計
収　入 支　出

収 益 的 収 支 16億4325万4千円 14億2758万5千円

資 本 的 収 支 6億8842万円 12億5679万9千円
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し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
1３
号
）

　
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
の
増
額
、
福
生

病
院
企
業
団
に
対
す
る
特
別

支
援
金
等
の
実
施
に
当
た
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４

０
４
１
万
２
千
円
を
追
加
し
、

３
２
６
億
５
９
１
５
万
７
千

円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
国
の
介
護
保
険
保
険
者
努

力
支
援
交
付
金
創
設
に
伴
い
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６

８
７
万
２
千
円
を
追
加
し
、

47
億
２
２
１
４
万
円
と
す
る

も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
で
令
和
元
年
度

決
算
が
認
定
さ
れ
負
担
金
の

精
算
額
及
び
繰
越
金
が
確
定

し
た
こ
と
等
に
伴
い
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
７
３
０

２
万
３
千
円
を
追
加
し
、
13

億
４
３
２
５
万
１
千
円
と
す

る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

２
４
８
億
１
千
万
円
と
す
る

も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

65
億
６
３
５
２
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
介
護

１
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
の
増
額
、

障
害
者
及
び
高
齢
者
福
祉
施

設
等
感
染
拡
大
防
止
対
策
支

援
事
業
、
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

給
付
事
業
等
の
実
施
に
当
た

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
億
７
４
８
１
万
２
千
円

を
追
加
し
、
２
５
２
億
８
４

８
１
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

●
福
生
市
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て

　
川
越
孝
洋
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
石
田
周
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
も
の
。

　
保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

47
億
３
０
０
９
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

13
億
８
７
１
万
円
と
す
る
も

の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　
収
益
的
収
支
の
収
入
を
16

億
４
３
２
５
万
４
千
円
、
支

出
を
14
億
２
７
５
８
万
５
千

円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
を

６
億
８
８
４
２
万
円
、
支
出

を
12
億
５
６
７
９
万
９
千
円

と
す
る
も
の
。

●
福
生
第
三
小
学
校
防
音
機

能
復
旧（
復
機
）工
事（
空

調
設
備
）請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
工
期
を
令
和
３
年
11
月
30

日
ま
で
に
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得

よ
う
と
す
る
も
の
。

●
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
市
の
施
設
で
の
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
14
号)

　
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
財
源
振
替
と
追

加
交
付
分
の
増
額
、
都
の
市

町
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
対
策
特
別
交
付

金
の
財
源
振
替
等
に
当
た
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

３
１
１
３
万
６
千
円
を
減
額

し
、
３
２
６
億
２
８
０
２
万

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
管
理
職
職
員
の
給
料
を
減

額
す
る
期
間
を
、
令
和
３
年

度
ま
で
延
長
す
る
も
の
。

●
福
生
市
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

　
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

　
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
業
務
継
続
計
画
の
策
定

等
に
関
す
る
規
定
、
感
染
症

の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
規

定
等
を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
敬
老
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
贈
呈
の
対
象
を
１
０
０
歳

の
み
と
し
、
敬
老
金
の
額
を

３
万
円
に
改
め
る
も
の
。

●
福
生
市
特
殊
疾
病
患
者
福

祉
手
当
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
支
給
要
件
に
、
難
病
医
療

費
助
成
等
を
受
け
て
い
る
者

を
支
給
対
象
と
す
る
規
定
、

及
び
生
活
保
護
受
給
者
を
支

給
対
象
外
と
す
る
規
定
を
追

加
す
る
も
の
。

●
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度

ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保

険
料
率
の
額
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
引
用
す
る
規
定

を
整
理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
市
道
に
お
け
る
移

動
等
円
滑
化
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
引
用
す
る
規
定
を
整
理

す
る
も
の
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
木
造
市
営
住
宅
の
取
壊
し

に
伴
い
戸
数
を
変
更
す
る
も

の
。

●
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
武
蔵
野
工
業
線
及
び
志
茂

中
央
線
沿
線
地
区
地
区
計
画

の
都
市
計
画
決
定
に
伴
い
、

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
下
水
道
事
業
の
剰

余
金
の
処
分
等
に
関
す
る

条
例

　
下
水
道
事
業
に
お
い
て
生

じ
た
剰
余
金
の
処
分
等
に
関

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

■
反
対

　
本
予
算
は
、
学
校
や
市
民�

会
館
な
ど
、
公
共
施
設
の
20�

％
削
減
を
目
標
と
す
る
な
ど
、

歴
代
の
市
長
や
職
員
が
築
き

上
げ
て
き
た
福
生
市
の
財
産

を
切
り
崩
す
内
容
だ
。
敬
老

金
、
高
齢
者
居
住
支
援
な

ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
縮
小
も

問
題
。
就
学
援
助
対
象
を

生
活
保
護
基
準
需
要
額
の
１
．

１
倍
に
引
き
上
げ
る
子
育
て

支
援
策
も
取
り
入
れ
ず
。
一

方
で
、
福
生
駅
西
口
地
区
に

１
０
０
億
円
を
超
え
る
大
型

再
開
発
計
画
は
問
題
だ
。
真

の
地
域
振
興
は
、
各
地
域
の

活
性
化
を
伴
う
も
の
で
あ
る

べ
き
。
事
故
・
事
件
を
繰
り

返
す
横
田
基
地
の
撤
去
を
求

め
る
立
場
に
も
立
た
な
い
の

で
本
予
算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　
本
予
算
は
、
歳
入
の
市
税

の
落
ち
込
み
を
、
補
助
金
の

確
実
な
確
保
や
繰
入
金
の
増

な
ど
で
補
い
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
編

成
さ
れ
た
。

　
歳
出
で
は
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
使
用
す
る
た

め
、
枠
配
分
方
式
を
全
て
の

事
業
で
導
入
し
、
経
常
経
費

の
削
減
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

主
な
事
業
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
、
福
生
駅
西
口
地
区
市

街
地
再
開
発
推
進
支
援
事

業
、
小
・
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
事
業
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
速
や
か
に
事
業
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　
本
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
、
既
存
事
業

の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
更

な
る
削
減
に
努
め
、
か
つ
将

来
的
な
財
政
負
担
を
考
慮
し

た
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

た
め
の
費
用
や
富
士
見
通
り

線
整
備
事
業
、
福
生
駅
西
口

地
区
市
街
地
再
開
発
推
進

支
援
事
業
な
ど
、
福
祉
や
都

市
基
盤
整
備
の
充
実
に
向
け

た
事
業
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、

ま
た
、
教
育
費
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
に
着
目
し

た
質
の
高
い
教
育
に
向
け
た

予
算
を
確
認
で
き
た
こ
と
か

ら
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

本
予
算
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
編
成
さ
れ
た

が
、
女
性
へ
の
支
援
や
子
ど

も
の
権
利
に
資
す
取
り
組
み

と
し
て
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
丁
寧
な
対
応
、

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
大
な
ど
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
、
ま
た
、
学
習
の
機
会
や

子
ど
も
同
士
の
交
流
や
体
験

の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の

予
算
を
確
認
し
た
。

　
教
育
行
政
で
は
、
個
が
埋

没
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
、

そ
し
て
異
な
る
考
え
方
が
組

み
合
わ
さ
っ
て
よ
り
よ
い
学

び
を
生
み
出
す
こ
と
な
ど
を

確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
本
予

算
に
賛
成
す
る
。

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対

し
て
も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算●
令
和
３
年
度
福
生
市
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算

●
令
和
３
年
度
福
生
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算

●
「
全
学
年
で
３5
人
学
級
実

施
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

討　
論

　

１
月
19
日
に
令
和
３
年

第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
議
案
１
件
の
審
議
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

国
の
主
導
で
全
国
的
に

行
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
す
る
に
当
た
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
２
７
５
８
万
円
を

追
加
し
、
３
２
６
億
５
３ 

３
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

　

２
月
22
日
に
令
和
３
年

第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
議
案
１
件
の
審
議
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
１
３
４
１
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
２
６ 

億
１
８
７
４
万
５
千
円
と

す
る
も
の
。

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

陳
　
情

　

結
論
の
付
い
た
陳
情

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
「
全
学
年
で
３5
人
学
級 

実
施
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
（
３
‐
２
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

本
陳
情
で
は
、
小
学

校
の
完
全
実
施
に
５
年
と

い
う
の
は
遅
過
ぎ
る
と
あ

る
が
、
質
の
高
い
先
生
の

確
保
や
教
室
等
の
環
境

整
備
に
は
計
画
的
な
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
意
に

沿
い
難
い
。
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議案の審議結果 （〇賛成　×反対）
ネット：生活者ネットワーク

録画映像をご覧いただけます

問　
建
築
物
の
敷
地
面
積
の

最
低
限
度
を
１
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
と
し
て
い
る
理
由
は
。

答　
福
生
市
ま
ち
づ
く
り
景

観
条
例
施
行
規
則
第
15
条
第

３
号
に
よ
る
こ
と
。
ま
た
、

拝
島
駅
南
口
地
区
地
区
計
画

の
駅
前
商
業
地
区
の
最
低
敷

地
面
積
も
１
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
と
し
て
お
り
、
整
合
性

を
図
る
た
め
で
あ
る
。

◇
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　
事
業
者
向
け
感
染
症
対

策
支
援
事
業
の
給
付
決
定
件

数
と
申
請
が
多
か
っ
た
業
種

は
。

答　
給
付
決
定
を
し
た
件
数

は
８
５
１
件
で
、
そ
の
う
ち

多
か
っ
た
業
種
の
件
数
及
び

割
合
は
、
飲
食
業
が
２
８
９

件
で
33
・
９
％
、
小
売
業
が

１
７
９
件
で
21
％
、
理
美
容

業
が
93
件
で
10
・
９
％
と
な

っ
て
い
る
。

◇
令
和
３
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

問　
令
和
３
年
度
予
算
編
成

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
て
い
る
方
な
ど
に
対
し
、

一
時
的
に
水
道
料
金
、
下
水

道
料
金
の
支
払
い
猶
予
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
納

率
が
下
が
り
、
未
収
金
が
多

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
３
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
７
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

◇
福
生
市
市
道
に
お
け
る
移

動
等
円
滑
化
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問　
本
条
例
改
正
の
背
景
は
。

答　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
実

現
推
進
法
の
公
布
・
施
行
や
、

オ
リ
パ
ラ
東
京
大
会
を
契
機

と
し
た
共
生
社
会
実
現
に
向

け
た
気
運
醸
成
を
受
け
、
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
係
る
施

策
な
ど
、
ソ
フ
ト
対
策
等
を

強
化
す
る
必
要
が
生
じ
、
改

正
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

◇
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
３
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
12
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
敬
老
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
敬
老
金
に
つ
い
て
の
他

市
の
状
況
は
。

答　
都
内
26
市
の
う
ち
、
１

０
０
歳
に
敬
老
金
を
贈
呈
し

て
い
る
自
治
体
は
13
市
。
３

万
円
を
支
給
し
て
い
る
の
は

４
市
、
５
万
円
が
３
市
、
１

万
円
が
６
市
。
そ
の
他
の
賀

寿
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
に

よ
り
内
容
も
様
々
で
あ
る
。

問　
見
直
し
に
至
っ
た
経
緯

は
。

答　
平
成
26
年
に
金
額
の
引

き
下
げ
を
実
施
し
た
が
、
そ

の
後
も
、
決
算
審
査
意
見
書

等
で
定
期
的
な
見
直
し
を
求

め
ら
れ
て
き
た
。
事
業
を
見

直
す
こ
と
に
よ
り
、
社
会
状

況
に
応
じ
た
事
業
の
実
施
や

必
要
な
事
業
の
財
源
確
保
に

つ
な
が
る
と
考
え
見
直
し
に

至
っ
た
。

◇
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
1３
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　
福
生
病
院
企
業
団
支
援

事
業
の
特
別
支
援
金
の
額
は
、

ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
経

営
面
で
大
き
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
福
生

病
院
企
業
団
運
営
協
議
会
に

お
い
て
財
政
支
援
が
決
定
さ

れ
、
財
政
支
援
要
請
書
が
市

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 自民党福生 ネット 立憲民主党 議決結果
令
和
３
年

第
１
回
臨
時
会

市　長　提　出　議　案
議案第１号 令和２年度福生市一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令
和
３
年

第
２
回
臨
時
会

市　長　提　出　議　案
議案第２号 令和２年度福生市一般会計補正予算（第12号） 　○※ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

市　長　提　出　議　案
議案第３号 福生市の一般職の職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第４号 福生市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第５号 福生市の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第６号 福生市の一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第７号 福生市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第８号 福生市敬老金条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第９号 福生市特殊疾病患者福祉手当条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第10号 福生市介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第11号 福生市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第12号 福生市市道における移動等円滑化の基準に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第13号 福生市営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第14号 福生市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第15号 福生市下水道事業の剰余金の処分等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第16号 令和２年度福生市一般会計補正予算（第13号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第17号 令和２年度福生市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第18号 令和２年度福生市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第19号 令和３年度福生市一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第20号 令和３年度福生市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第21号 令和３年度福生市介護保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第22号 令和３年度福生市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第23号 令和３年度福生市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第24号 福生第三小学校防音機能復旧（復機）工事（空調設備）請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第25号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第26号 令和２年度福生市一般会計補正予算（第14号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第27号 令和３年度福生市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第28号 福生市教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

▲ 整備中の都市計画道路3・3・30号武蔵野工業線

※1名欠席
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編

集

後

記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず

は
優
先
順
位
が
高
い
人
か
ら

の
接
種
で
あ
り
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
の
収
束
に
向
か
っ
て
一
歩

近
づ
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。

今
年
も
桜
ま
つ
り
を
は
じ

め
、
ほ
た
る
祭
り
、
七
夕
ま

つ
り
、
日
米
友
好
祭
な
ど
、

多
く
の
催
し
が
中
止
、
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
広
め

な
い
た
め
に
、
市
全
体
で
気

を
付
け
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
る
補
正
予
算
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
議
会
運
営
委

員
会
と
し
て
は
忙
し
い
一
年
で

し
た
。
予
定
外
の
臨
時
会
が

多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
議
会
運
営
委

員
会
も
多
く
開
催
し
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、
職
員
の
２

分
の
１
を
在
宅
勤
務
と
し
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
た
め
、

議
会
運
営
委
員
会
の
事
前
打

ち
合
わ
せ
は
リ
モ
ー
ト
会
議

で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
頃
は
失
敗
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
当
た
り

前
の
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
と
し
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク

の
推
奨
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

福
生
市
議
会
と
し
て
も
今
後

導
入
が
見
込
ま
れ
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
議

員
活
動
等
の
活
性
化
を
目
指

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

委
員
会
に
よ
る
防
衛
省
に
対

す
る
要
請
行
動
で
採
択
を
強

く
要
望
し
て
い
た
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
度
に
実
施

予
定
の
す
べ
て
の
事
業
が
採

択
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

４　
令
和
３
年
度
基
地
関
係

国
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
政
府
予
算

案
に
お
け
る
防
衛
省
所
管
の

基
地
周
辺
対
策
経
費
と
総
務

省
所
管
の
基
地
交
付
金
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

５　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
１
月
８
日
、
12
日
、
13
日

及
び
２
月
１
日
か
ら
５
日

の
間
、
人
員
降
下
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
。

②
１
月
15
日
、
横
田
基
地
周

辺
市
町
基
地
対
策
連
絡
会

か
ら
国
及
び
米
軍
に
対
し

て
、
緊
急
事
態
宣
言
下
に

お
け
る
航
空
機
の
運
用
に

つ
い
て
、
訓
練
や
飛
行
運

用
の
回
数
及
び
時
間
帯
を

考
慮
す
る
こ
と
、
基
地
周

辺
市
街
地
上
空
で
の
低
空

飛
行
及
び
旋
回
飛
行
を
行

わ
な
い
こ
と
等
を
要
請
し

た
。

③
横
田
基
地
に
お
い
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
た
。

へ
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
要
請

に
伴
い
、
当
協
議
会
に
お
い

て
、
東
京
都
市
町
村
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

対
策
特
別
交
付
金
で
算
定
さ

れ
た
医
療
機
関
等
設
置
に
伴

う
特
殊
な
財
政
需
要
に
応
じ

た
配
分
の
額
を
も
っ
て
支
援

に
充
て
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

◇
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　
感
染
症
対
策
事
業
の
減

額
の
理
由
は
。

答　
予
算
計
上
し
た
際
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
マ
ス

ク
等
が
品
薄
状
態
で
、
大
幅

に
価
格
が
高
騰
し
て
い
た
が
、

徐
々
に
品
物
が
入
手
で
き
る

よ
う
に
な
る
に
つ
れ
単
価
も

下
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
減
額

と
な
っ
た
。

問　
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
特

記
事
項
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
地
方
創
生
交

付
金
を
財
源
振
替
す
る
と
あ

る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
事
業
に
充
当
さ
れ
る
の

か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
学
童

ク
ラ
ブ
へ
の
登
所
を
自
粛
し

た
日
数
分
に
つ
い
て
、
学
童

ク
ラ
ブ
育
成
料
を
日
割
り
計

算
し
て
還
付
し
た
市
の
負
担

分
に
充
当
す
る
。

◇
令
和
３
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

問　
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

は
。

答　
特
定
健
康
診
査
勧
奨
を

委
託
し
、
未
受
診
者
へ
の
勧

奨
通
知
を
行
う
ほ
か
、
継
続

受
診
を
促
す
勧
奨
通
知
を
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
加
え

る
。

◇
令
和
３
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

問　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
を
令
和
２
年
度
に
比
べ

減
額
し
た
理
由
は
。

答　
近
年
、
要
支
援
者
数
の

伸
び
が
大
き
く
、
令
和
２
年

度
は
令
和
元
年
度
と
比
べ
増

加
す
る
と
見
込
み
給
付
額
を

増
額
し
た
が
、
認
定
者
数
が

落
ち
着
き
、
給
付
額
を
精
査

し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な

っ
た
。

　
３
月
18
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
陳

情
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

◇
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
改
正
の
目
的
は
。

答　
人
事
評
価
の
結
果
、
著

し
く
成
績
が
下
位
の
職
員
に

対
し
、
改
善
措
置
を
実
施
し

た
上
で
降
給
と
す
る
分
限
処

分
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

◇
福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
改
正
の
目
的
と
内
容
は
。

答　
職
員
の
介
護
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
し
、
同
一
世
帯

の
同
居
人
や
同
性
パ
ー
ト
ナ

ー
な
ど
多
様
な
生
活
ス
タ
イ

ル
に
対
応
す
る
た
め
、
現
行

の
規
定
で
は
要
介
護
者
の
範

囲
は
配
偶
者
ま
た
は
２
親
等

内
の
親
族
だ
が
新
た
に
同
一

世
帯
に
属
す
る
も
の
を
加
え
、

要
介
護
者
の
範
囲
を
拡
大
す

る
。

◇
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
改
正
の
内
容
は
。

答　
期
末
手
当
の
在
職
期
間

の
区
分
に
応
じ
た
割
合
の
表

を
改
め
、
在
職
期
間
が
１
か

月
未
満
の
区
分
を
新
設
し
、

そ
の
場
合
の
割
合
を
１
０
０

分
の
10
と
す
る
。
ま
た
、
勤

勉
手
当
は
勤
務
成
績
に
応
じ

た
手
当
で
あ
る
た
め
、
職
員

に
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
算

定
基
礎
か
ら
扶
養
手
当
を
除

外
す
る
。

◇
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
1３
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　
小
・
中
学
校
防
音
機
能

復
旧（
復
機
）事
業
で
契
約
時

の
状
況
は
。

答　
空
調
設
備
工
事
が
低
入

札
調
査
基
準
価
格
を
下
回
っ

た
た
め
、
低
入
札
価
格
調
査

に
お
い
て
、
最
低
価
格
で
入

札
し
た
業
者
に
対
し
直
接
聞

取
り
を
し
、
工
事
内
容
に
適

合
し
た
履
行
が
な
さ
れ
る
と

判
断
。

◇
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　
①
小
学
校
及
び
中
学
校

運
営
事
業
、
②
小
学
校
及
び

中
学
校
教
育
環
境
整
備
支
援

事
業
の
備
品
購
入
費
の
内
容

は
。

答　
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

①
自
立
型
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
を
小
・
中
学
校
全
校
に
１

台
ず
つ
配
備
し
、
感
染
リ
ス

ク
の
低
減
を
図
る
。
②
電
子

黒
板
を
小
・
中
学
校
全
校
に

１
台
ず
つ
整
備
し
、
学
級
閉

鎖
等
の
場
合
に
お
け
る
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
等
で
活
用
す
る
。

ま
た
、
教
室
内
の
大
型
提
示

装
置
、
い
わ
ゆ
る
テ
レ
ビ
型

モ
ニ
タ
ー
と
授
業
で
使
用
す

る
端
末
を
自
席
か
ら
無
線
で

つ
な
ぐ
画
面
転
送
装
置
を
整

備
し
、
接
触
機
会
の
低
減
等

を
図
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
５
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
題
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
議
会
及
び
委
員

会
が
防
衛
省
に
対
し
て
毎
年

度
実
施
し
て
い
る
要
請
行
動

に
関
し
て
、
来
年
度
以
降
の

要
請
に
向
け
て
、
よ
り
伝
わ

り
や
す
い
構
成
・
内
容
と
な

る
よ
う
見
直
し
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

１　
東
京
都
と
基
地
周
辺
５

市
１
町
に
よ
る
総
合
要
請
に

つ
い
て

　
昨
年
12
月
に
横
田
基
地
に

関
す
る
東
京
都
と
周
辺
市
町

連
絡
協
議
会
が
国
及
び
米
軍

に
提
出
し
た「
令
和
２
年
度

横
田
基
地
対
策
に
関
す
る
要

望
書
」に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。

２　
東
京
都
が
実
施
し
た
航

空
機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い

て
　
東
京
都
環
境
局
が
毎
年
度

実
施
し
て
い
る
横
田
基
地
や

羽
田
空
港
等
の
周
辺
の
航
空

機
騒
音
の
調
査
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
度
の
調
査
結
果
が

都
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
市
内

で
は
、
第
二
中
学
校
と
第
五

小
学
校
で
調
査
さ
れ
て
い
る

が
、
と
も
に
、
環
境
基
準
に

適
合
し
て
い
た
。

３　
令
和
３
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
の
実
施
予
定
に
つ
い

て
　
昨
年
７
月
の
市
議
会
及
び

議
会
運
営
委
員
会

▲防衛補助事業で整備したみずくらいど公園

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

議会改革に関する協議会から
福生市議会では、令和元年６月に「議会改革に関する協議会」を設置し、令
和３年４月までに計20回の会議を開催し、議会改革に関する様々な事項に
ついて協議してきました。
《実施内容》
◇予算や決算の審査における質疑方法の見直し
　⇒�一括質疑ではなく、事業や資料ページごとに質疑をすることで、傍聴者
等にもわかりやすい質疑となりました。

◇マチイロ（行政情報アプリ）を活用した議会だよりの配信
　⇒�発行日当日に配信、過去のバックナンバーも見やすくなりました。
◇ＳＮＳを活用した議会の情報発信
　⇒�令和２年度は、会議や一般質問の様子、防衛省への要請行動
など計76回掲載しました。

◇福生市議会災害対応方針の策定
　⇒�令和２年度は、災害対応方針に基づく訓練を２回行いました。
◇一般質問の質問回数の変更（試行実施中）
　⇒�よりわかりやすく明確な一般質問とするため、一問一答方式
及び併用方式の場合、通告時間内であれば何回でも質問でき
るようにしました。

Facebook

Twitter

総
務
文
教
委
員
会

▲公立福生病院

▲自立型サーモグラフィー


